
アクティブ校内研修で学力向上！ 

Ⅰ-② ８～１０人のグルー
プになると、特定の人の話が
長くなりがちになります。互
いに配慮し、話合いが深まる
人数は３～４人です。 

Ⅱ-③ 参加者が自分の授業を
どのようにつくっていくかとい
う視点での振り返りが必要です。 

Ⅰ-⑤ 協議の口火を切るきっ
かけとして、付箋や模造紙に
書き出し、可視化した意見を
もとに協議することも工夫の
一つです。 

Ⅰ-④ 学校外から研究協議に
参加する方がいる場合、グ
ループ協議に参加してもらう
ことにより、情報交換の場に
なります。 

Ⅱ-② ミライシードを協議で
活用し、互いの意見を可視化
することも工夫の一つです。 

Ⅰ-③  一つのグループの話合
いで終わりではなく、ジグ
ソー法などグループを変えて
協議し、違う視点を得られる
ようにします。 

Ⅰ-①  日頃語り合う機会をもつ
ことが難しい教員が同じグルー
プとなるように、グルーピング
を検討しておきます。 

Ⅱ-① 授業で何を観て、どのよう
に感じ、考えたのかを協議するこ
とで、次につながる授業デザイン
を考えるようにします。 

Ⅱ-④ 最後に助言者・指導者
が協議で出された論点について、
意味付け、価値付けを行うよう
にします。 

Ⅰ つぶやきあえる小グループでの話合い 

Ⅱ 今後の授業デザインを意識した振り返り 

戸二小学力向上プラン「研修体制の工夫」から、 
『付箋を書くときのルール』『付箋シートの工夫』 

笹目東小では、ミライシード・ムーブノー
トを活用した校内研修が実施されています。 ４人の考えをムーブノートに表しています 

付箋に考えを
表し、模造紙
に整理します 

小グループでの話合いが自
分の授業デザインを見直す
機会になります 

従来型の校内研修を見直し、アクティブ・ラーニングを促す校内研修にしてみませんか？ ここでは、戸田第二小と笹目東小の校内研修を紹介します。 

信頼される学校づくりに不可欠なのは、「校内研究（研修）」の充実・活性化です。学校の質の高さを示す指標と有意な連関があるものを以下に示します。 

①校内研究年間スケジュールを前年度に策定している。 ②校内研究組織において、全員の役割が明確化している。③全教科で実践できる研究内容になっている。（中学校） 
④全学年で実践できる研究内容になっている。（小学校)⑤学校全体に加え、個人でも研究テーマを設定している。⑥全員が研究授業を実施している。 
⑦教科部会で指導案検討をしている。         ⑧指導案を管理職が直接指導している。        ⑨研究発表会を実施している。            
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